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～臥龍鳳雛～ 

２１期生センター試験まで 
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反面教師から学べ！「やっときゃよかった…」模試復習法 

高２生になると模試受験の機会が増えてくる。一回一回の大切な模試を「受験に使わない教科は

テキトー」に受験して、「結果は判定見てオワリ」にしていないだろうか？忙しくても、受験に

そんな油断や甘えは禁物！今回は、先輩が「やっときゃよかった」と後悔している模試復習法を

紹介しよう。 

 「やっときゃよかった…」先輩の模試活用失敗体験談 

センター試験が近づき、１年後の受験に向けて気持ちが高まってくる高２の２学期。この時期に

どんなふうに勉強に向き合ったか、どんな勉強をしたかが、受験に大きな影響を与える。この時

期の先輩の失敗体験談を読んで、同じ失敗を繰り返さないように対策しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 効果テキメン！受験につながる模試復習法！ 

 

先輩の失敗体験談１ 模試復習の効果に驚愕！もっと早くやっときゃよかった…。 

 高３生になるまで、まともに模試の復習をしたことがありませんでした。しかし、先生に言われて苦手教科

だった数学について模試の復習に取り組みました。できなかった問題を復習ノートにまとめ、週に１回は繰

り返し解くようにしました。すると苦手分野だったはずの数学の成績がどんどん上がっていきました。受験

前にはこのノートを見返すことで、重点的にポイントの復習もできましたし、もっと早く模試の復習をやっ

ておけばよかったです。 

先輩の失敗体験談２ 「いらない教科」を作って後悔。模試の復習くらいしておけばよかった…。 

 私は、志望校を早くから私立大理系に絞り込んでいたので、受験には地理歴史は使わないと考えていまし

た。模試の受験でも文系教科は「いらない教科」として、まじめに受けていませんでした。しかし、高３生にな

って、あることをきっかけに志望を「文学部心理社会学科」に変更。文学部の一般入試には、地理歴史が必要

ということに気づきました…。地理歴史は苦手だったので、模試も判定の確認だけして復習などは手つかず

もいいところでした。さらに地理歴史が必要なく、国数英の３教科で受験可能なセンター入試・全学部入試

は、ともに合格者の枠がとても狭いことを知って愕然としています。もっとまじめに志望校を考えて、模試

の復習くらいはしておけばよかったです。 

Benesse ﾏﾅﾋﾞｼﾞｮﾝ ホーム＞学習＞反面教師から学べ！「やっときゃよかった…」模試復習法 より抜粋 

ポイント１ 凹みを解消！ 
教科バランスの５角形はいびつになっていないかな？ 

今の段階で受験教科を固めてしまうと、今後志望校が変わったり、併願校を検討したりする際に大き

な制約がかかってしまう可能性がある。高２生のうちは、各教科ともバランスよく得点できるように、凹

んでいる教科の復習を重点的に実施しよう。 

ポイント２ 全国平均より低い教科を重点補強！ 
全国平均得点率「-◇-」を大きく下回っている分野はないかな？ 

全国平均得点率から大きく下回っている分野や対策が必要な分野、「▼」がついている分野は、「苦

手」になっている分野だ。得意教科であっても、分野別に自分の実力を確認して、改善すべき苦手分

野がないか、確認しておこう！ 


